
　
評
価
の
仕
組
み
と
流
れ

　

政
策
評
価
は
、
町
長
、
副
町
長
、
事

業
担
当
課
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う

「
内
部
評
価
」と
、
町
民
目
線
の
客
観
的

な
評
価
と
提
言
を
行
う「
外
部
評
価
」に

よ
り
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

年
に
2
回
実
施
し
、
ま
ず
、
年
度
の

半
期
を
終
え
た
9
月
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
に
対
す
る
評
価
を「
事
中
評
価
」と

し
て
、
10
月
か
ら
翌
年
２
月
に
か
け
て

次
年
度
の
予
算
編
成
と
合
わ
せ
て
行
い

ま
す
。「
事
中
評
価
」の
結
果
は
、
当
年

度
の
成
果
達
成
に
向
け
た
改
善
策
へ
の

反
映
、
さ
ら
に
次
年
度
へ
向
け
た
見
直

し
と
予
算
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
次
に
、

３
月
に
は
、
当
年
度
通
期
の
事
業
実
績

を
踏
ま
え
て「
事
後
評
価
」を
行
い
、
次

年
度
の
成
果
達
成
に
向
け
た
改
善
策
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、継
続
的
に
事
業
を
改
善
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
下
図
参
照
）に
よ

る
実
効
性
の
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
仕
組
み
で
す
。

政
策
評
価
の
対
象
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ま
ち
の
最
上
位
計

画「
第
６
次
総
合
計
画
」に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

流
れ
と
し
て
は
、
は
じ
め
に
一
次
内

部
評
価
と
し
て
、
事
業
担
当
課
が
事
業

ご
と
に
設
定
し
た
活
動
指
標
お
よ
び
成

果
指
標
の
実
績
を
把
握
し
ま
す
。次
に
、

前
年
度
の
評
価
で
出
た
改
善
内
容
や
現

状
の
課
題
を
検
証
し
、
今
後
の
実
施
方

針
を
提
示
し
た
う
え
で
、
評
価
判
定
を

決
定
し
ま
す
。

　

並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
外
部
評
価
で

は
、
公
募
町
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
政

策
評
価
委
員
会
が
特
に
関
心
の
高
い
事

業
を
評
価
事
業
と
し
て
選
定
。
現
地
視

察
や
学
習
会
を
行
い
、
評
価
対
象
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
そ
の
後
に
、

事
業
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経

て
、
一
次
内
部
評
価
の
結
果
も
踏
ま
え

な
が
ら
町
民
目
線
で
評
価
を
実
施
。
評

価
判
定
と
改
善
策
の
提
案
な
ど
を
報
告

書
に
ま
と
め
二
次
内
部
評
価
前
に
町
長

へ
提
言
し
ま
す
。

政策評価
　町では、総合計画の施策目標に基づ
き実施する計画事業の進捗状況や現状
の課題、成果などを評価・検証し、次
年度への改善につなげる政策評価を平
成 20 年度から実施しています。
　このほど、平成 30 年度の政策評価

（事中評価）結果がまとまりましたので、
実施概要と合わせてお知らせします。

まちの事業をしっかりチェック !
　
今
年
度
の
評
価
結
果

　

今
年
度
の
事
中
評
価
は
下
表
の
と
お

り
１
８
２
事
業（
全
１
９
４
事
業
中
）に

つ
い
て
評
価
が
行
わ
れ
、
１
２
５
事
業

が「
計
画
通
り
進
め
る
」、56
事
業
が「
改

善
検
討
」、１
事
業
が「
抜
本
的
見
直
し
」

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
策
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価

で
は
４
事
業
が
選
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち

２
事
業
が「
計
画
通
り
進
め
る
」、
2
事

業
が
「
改
善
を
検
討
」
と
判
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

政
策
評
価
委
員
会
は
、「
ご
み
分
別

の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
と
協
力
体

制
づ
く
り
」「
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

の
充
実
」「
御
大
師
山
周
辺
（
栗
山
公
園

等
）
の
散
策
路
・
施
設
等
の
計
画
的
な

改
修
・
整
備
」「
御
大
師
山
周
辺
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
お
よ
び
散
策
路
・
周
辺

施
設
の
利
活
用
の
促
進
」
に
関
す
る
４

事
業
に
つ
い
て
報
告
書
を
ま
と
め
、
昨

年
12
月
25
日
、
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
8
月
か
ら
7
回
に
わ
た
り

開
催
。
現
地
視
察
を
含
む
事
前
学
習
会

と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
有
識
者
委
員

で
あ
る
北
星
学
園
大
学
の
鈴
木
克
典
教

授
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
事
業
内

容
の
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

金
﨑
委
員
長
は
「
評
価
事
業
は
、
町

民
の
身
近
な
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み

で
あ
り
、
ま
た
関
心
の
高
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
町
民
目
線
で
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
、
評
価
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
述

べ
、
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
佐
々
木
町

長
は
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

町
民
目
線
で
よ
り
よ
い
事
業
を

政
策
評
価
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

【問い合わせ】　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

政策評価～まちの事業をしっかりチェック！

◆
政
策
評
価
委
員（
任
期
2
年
）

◇
委
員
長　
　
　

　

金
﨑　

行
男

◇
副
委
員
長

　

鈴
木　

克
典

　
（
北
星
学
園
大
学
教
授
）

◇
委
員

　

大
沼　

英
明

　

門
崎　

晴
美

　

菊
地　

愛
実

Plan
（計画）

Do
（実施）Check

（評価）

Action
（改善）

Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）
の視点を事業の循環過程とし、成果を重視し継続的
な改善を推進するマネジメント手法。

政策評価の流れ
10 ～ 11 月

事中：2 次内部評価
（副町長）

事中：1 次内部評価
（事業担当課）

事中：最終内部評価
（町長）

事後評価
（事業担当課）

12 月～ 2 月（次年度予算編成同時実施） 3 ～ 4 月

外部評価
（政策評価委員会）

町長へ提言（報告書）

政策評価の結果（平成30年度）
評価判定項目 一次評価 外部評価 二次評価 最終評価 割合（対前年比）

計画通り進める 142 事業 2 事業 125 事業 125 事業 68.68%（↓ 3.45%）

改善検討
（事業内容） 15 事業

2 事業
23 事業 24 事業

30.77%（↑ 2.9%）（事業費） 2 事業 1 事業 0 事業
（その他） 22 事業 32 事業 32 事業

抜本的見直し 1 事業 0 事業 1 事業 1 事業 0.55%（↑ 0.55%）
合計 182 事業 4 事業 182 事業 182 事業    

PDCA サイクル

結果公表
（今回） 結果公表

外部

評価

　

続
く
二
次
内
部
評
価
で
は
、
副
町
長

が
一
次
内
部
評
価
と
外
部
評
価
の
結
果

を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
予
算
編
成
と
合

わ
せ
て
事
業
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
評
価
判
定
を
決
定
し
ま
す
。

　

最
終
内
部
評
価
で
は
、
町
長
が
二
次

内
部
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
年
度

の
予
算
編
成
と
合
わ
せ
て
事
業
担
当
課

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
最
終
的
な

評
価
判
定
を
し
ま
す
。

　

担
当
課
、
副
町
長
、
町
長
の
３
段
階

に
わ
た
る「
内
部
評
価
」と
町
民
目
線
に

よ
る「
外
部
評
価
」に
よ
り
、
事
業
を
適

切
に
評
価
し
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
の

実
施
に
向
け
た
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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■申込期限　３月 25 日㈪  必着
■応募要件　・町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　※３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出
　　　　　　※申込書は下記申込先でお渡しするほか、町ホームページからもダウン
　　　　　　　ロードできます。
　　　　　　※申込書の提出は、郵送、FAX、E メールのいずれかで構いません。
■決定方法　申込書による書類選考および面談　※申込書は返却しません。

まちづくり審議会・委員会
　町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を進め
ています。

共 

通 

事 

項

募
集

第 8 期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会委員

▲

　高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、また、介護保険事業が円滑に行われるように、
事業の計画を策定します。
■公募人数　 3 人　（総委員数 15 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域福祉・介護サービスに関心のある方
■任　　期　第１回の委員会議の日から平成 33 年 3 月 31 日まで（2 年間）
■会議など　平日の夜間（60 分程度）年 3 回予定。会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

栗山町生活支援体制整備事業協議体委員

▲

　多様な日常生活上の支援体制の充実・強化、高齢者の社会参加の推進などについて協議します。
■公募人数　3 人　（総委員数 15 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域福祉に関心のある方
■任　　期　４月１日から平成 33 年３月 31 日まで（２年間）
■会議など　平日の夜間（60 分程度）年 2 回予定。会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

栗山町地域密着型サービス運営委員会委員

▲

　地域密着型サービスの適正な運営とサービスの質の確保などについて協議します。
■公募人数　 2 人　（総委員数 10 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域密着型サービスに関心のある方
■任　　期　４月１日から平成 33 年 3 月 31 日まで（２年間）
■会議など　平日の夜間（60 分程度）年 3 回予定。会議出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

栗山町地域包括支援センター運営協議会委員

▲

　地域包括支援センター各業務の評価、地域包括支援センターの適切・公正かつ中立な運営の確保な
どについて協議します。
■公募人数　2 人　（総委員数 10 人以内）
■応募要件　高齢者福祉・地域福祉に関心のある方
■任　　期　４月１日から平成 33 年３月 31 日まで（２年間）
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年 2 回予定。会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ　町福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-2255
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（敬称略）

松風第１
松風第２
寺 町
松風本町
松風第５
松風第６
松風第７
松風第８
松風第９
２ 区
３区共親会
４区共和会
５ 区
６ 区
７ 区
８区親交会
９ 区
１ ０ 区
１ ２ 区
北 区
西 区

大　沼　英　明
青　木　明　光
髙　倉　　　淳
工　藤　信　司
村　上　勝　彦
井　上　善　晴
古　俣　　　茂
河　合　政　明
渡　辺　光　章
小　澤　茂　晴
今　井　敏　明
置　田　武　司
楢　﨑　忠　彦
前　田　勝　治
小　野　政　則
坂　口　昇　一
岡　本　大　作
岩　佐　和　義
岡　本　財　一
北　間　則　之
塩　原　秀　夫

河　村　　　茂
福　永　　　力
角　田　伸　慶
八木橋　義　則
鳥　山　幸　雄
椛　澤　忠　彦
古　瀬　一　芳
赤　穂　範士郎
秦　　　則　行
関　　　吉一郎
初　山　清　仁
佐　藤　　　正
永　池　英　彦
本　間　　　正
鈴　木　武　道
新　井　義　澄
笹　森　孝　雄
水　上　信　市
吉　田　義　弘
清　水　哲　雄
橋　本　慶　子

南
山 の 手
桜 丘
松 栄
中 央
朝 日
朝日４丁目
栗山農事
中里団地
睦

新 里
と き わ
湯地中央
ふじ団地
みなみ中里
青 葉
道 栄
富 士
中 里
湯 地
森

鳩 山
雨 煙 別
緑 丘
北 学 田
桜 山
杵 臼
旭 台
共 和
三 日 月
阿 野 呂
大 井 分
南 学 田
御 園
南 角 田
円 山
東 山
滝 下
角田町内会連合会
継立町内連合会
日出連合町内会

堀　田　幸　蔵
岡　　　定　夫
溝　口　　　馨
井　内　　　弘
安　達　康　幸
西　川　　　満
清　水　秀　幸
西　山　健　治
中　島　武　博
井　澤　達　夫
田　村　賢　治
水　木　　　稔
鵜　川　豪　紀
大　坪　竜　樹
鈴　木　正　志
川　瀬　昭　典
川　浦　孝　治
市　川　耕　一
飯　尾　憲　男
草　間　真　性

平成 31 年　町内会長・自治会長 ～１年間よろしくお願いします～


